
プロポーザル審査における評価項目 

 審査項目 評価の着眼点 配点

 
基
本
的
条
件

業務実施体制
・同種業務の実績、管理技術者及び照査
技術者の資質。 
・大学等研究機関との連携体制。

10 点

 
業務実施工程

・全体スケジュール、具体的な工程、ス
ケジュール短縮案。

10 点

 業
務
内
容 

の
把
握

業務理解度
・本市固有の課題把握 
・市の「ＣＯ２排出削減」方針と ERS
方式の整合性への理解。

５点

 

業
務
の
中
心
と
な
る
内
容

テーマ A 
「経済性の検証」

・ＥＲＳ方式の特質（処理時間、事業
規模等）を反映しつつ、各処理方式・
事業スキームを比較できるＬＣＣ試算
の手法について。

20 点

 

テーマ B 
「事業手法の検討」

・将来のごみ排出量の変動リスクを回避
するため、民間施設を活用した場合の財
政削減効果（ＶＦＭ）や、市が技術リス
クを負わないための手法と他の方式と
の比較検証について。

20 点

 

テーマ C 
「出口戦略の検討」

・生成物（固形燃料等）の出口戦略と、
リスク対策として、地域内外の民間施設
へのサウンディングを実施し、自前で生
成物を伴わない処理手法を選択した場
合の実現可能性について。

20 点

 
独
創
性

その他（創意工夫） 独自の提案がなされているか。 10 点

 

価格
評価

見積価格

提案者のうち、最も低い見積価格を提示
した提案者を５点とし、次点提案者以下
の見積については、 
価格点=5×提案者のうち最も低い見積
価格／提案者の見積価格 とする。 
※小数点以下を切り捨てる。

5 点

 
合 計 100 点




